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「名古屋スタディ」に対する
設楽・森川両氏の批判についての修正要請

鈴木　貞夫
名古屋市立大学大学院医学研究科 公衆衛生学分野

Request for correction regarding criticisms 
of the Nagoya Study by Shitara and Morikawa

Sadao Suzuki
Department of Public Health, Nagoya City University Graduate School of Medical Sciences

Abstract
　　The articles written by Shitara and Morikawa have the following issues: (1) their claim that Suzuki and 
Hosono’s paper neglects the age interaction is factually incorrect, and (2) the conclusion that an association 
with vaccination was observed for items related to memory and motor impairment is the result of 
systematic errors caused by ignoring age confounding. The strong criticism to Suzuki and Hosono’s paper 
that suddenly appeared in the abstract of Morikawa’s article, which is unusual for a journal, is based on 
factual errors and erroneous analysis. We strongly protest against it. If the paper is considered “clearly 
wrong” to begin with, Papillomavirus Research, the journal in which the regarded paper was published in, 
should be asked to retract the paper. We request that Shitara and Morikawa take sincere actions to revise 
these statements.
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はじめに，本稿の目的を述べ，論点をまとめる．
HPVワクチン薬害訴訟全国弁護団が，2024年11
月16日に公開した「原告側専門家証人6名が示し
た医学的知見」の第6章「国内外の疫学調査が示
す本件副反応とHPVワクチンとの関係」1）に「い
わゆる名古屋調査のデータが示すリスクシグナ
ル」という項があり，「名古屋調査と同じデータ
を用いた八重・椿論文2）や設楽・森川論文3）の解
析結果では，いずれからもリスクシグナルが検出
されており，「物覚えが悪くなった」「簡単な計算
ができなくなった」「簡単な漢字が思い出せなく
なった」「身体が自分の意思に反して動く」といっ
た特徴的な症状において，ワクチン接種群の方が
非接種群よりも発症率が有意に高いという結果が
示されている」という記載がある．また，SNS上
でもこの主張を正しいものとした書き込みが見ら
れる．八重・椿論文に関して筆者は，出版した
『Japan Journal of Nursing Science』へ，八重・椿論
文の方法論的な問題点を指摘する撤回要請レター
を提出し，出版されている4）（撤回要請は却下さ
れている）．『臨床評価』誌にも，八重・椿論文に
妥当性のない旨の論説を投稿，出版してきた5, 6）．
今回，設楽・森川論文の示した，接種群の有意な
発症率の高さと，名古屋スタディ 7）（以下，鈴木・
細野論文）批判について強く抗議し，修正を求め
るため，本稿を執筆した．共著者の森川氏は，さ
らに論説8）（以下，森川論説）を出版し，鈴木・細
野論文批判を強めているため，それも要請の対象
としたい．
設楽・森川論文と森川論説では，繰り返し，鈴
木・細野論文の年齢の交互作用の扱いを批判して
いる．もっとも顕著な批判は，森川論説の抄録の
最終段落の「In any case, we would like to empha-
size that Suzuki and Hosono’s paper is clearly 
wrong because they neglect the interaction with 
age, especially qualitative interaction, under the 
frailty bias, regardless of whether they are con-
scious」であろう．森川論説は，「椿論文に対する
コメント」をタイトルに含むことからも分かると
おり，椿論文を方法論的に批判したものである．

しかし，抄録の最終文で，異例とも思える強い論
調で，突然鈴木・細野論文を名指しで批判してい
る．この「鈴木・細野論文が年齢の交互作用を無
視した」という部分について，まず，事実を確認
する．
鈴木・細野論文のサブグループ解析1では，中
学生の重点接種年齢の該当者を接種年で分け（コ
ホート2，3，4，5の接種群），同年齢の非接種者
対照と24症状発生を比較している．鈴木・細野
論文のTable 4に，このコホートの概要が示して
あるが，コホート2は，接種者，非接種者とも
1996，1997年度の生まれなので研究時点の年齢
は18－19歳，以下同様に，コホート3は17－18
歳，コホート4は16－17歳，コホート5は15－
16歳である．これは，年齢の層別解析と言って
何の問題もなく，オッズ比の比較により年齢の交
互作用を見ることも当然可能である．少なくと
も，「they neglect the interaction with age」は完
全に事実誤認であり，速やかな訂正を請求する．
鈴木・細野論文のサブグループ解析1のコホー
ト2－5の接種暦年，年齢層の交互作用（接種者
を中学生重点接種に限定しているため，各接種暦
年についての年齢は2層である）について，24症
状×4コホート＝96個のオッズ比を，多重比較
なしで提示しているが，有意に1を超えた年齢調
整オッズ比は「物覚えが悪くなった（コホート5）」
と「突然力が抜ける（コホート4）」の2つのみで，
複数コホートでの同じ症状の有意に高いオッズ比
は観察されなかった．96個のオッズ比が算出さ
れており，そのうち有意な2つについてはαエラー
の範疇と考えられる．以上より，このサブグルー
プ解析1により，憂慮されるワクチンのリスクは
観察されず，全体解析（交互作用なし）の解析結
果を大きく変更する必要はないと判断されたもの
である．
さて，鈴木・細野論文のサブグループ解析1と，
設楽・森川論文の年齢群別解析は，群分けの基準
が接種暦年か年齢かという差異はあるものの，接
種暦年による大きい年齢集積があるため，サブグ
ループ解析としては類似したものといえる．しか
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し，設楽・森川論文の年齢群別解析では，II期
（17，16，15歳）の解析で，「物覚えが悪くなった」，
「身体が自分の意思に反して動く」，「突然力が抜
ける」，「手や足に力が入らない」の4症状で有意
な結果が観察され，鈴木・細野論文と不一致が見
られる．この4症状について，II期を対象にロジ
スティック単回帰分析を実施したところ，オッズ
比，95%信頼区間とも設楽・森川論文と一致した．
II期には3年の年齢幅があるので，年齢調整の必
要があることは言うまでもない．年齢を因子変数
としてモデルに組み込んで年齢調整オッズ比を算
出したところ，「物覚えが悪くなった」で，1.543
（95%信頼区間：1.182－2.013）であったほかは，
「身体が自分の意思に反して動く」は1.543（95%
信頼区間：0.944－2.520），「突然力が抜ける」は
1.456（95%信頼区間：0.997－2.127），「手や足に
力が入らない」は1.315（95%信頼区間：0.947－
1.826）とすべて有意性が消失した．つまり，設楽・
森川論文の出した有意性は，年齢の交絡を無視し
たために観察されたものである．この有意性の消
失により，論文の結論「接種率が低くフレイル
ティ・バイアスの少ないと思われる低年齢層にお
いて，『物覚えが悪くなった』，『身体が自分の意
思に反して動く』，『突然力が抜ける』，『手や足に
力が入らない』の4項目で，オッズ比の95%CIの
下限値が1を超え，これら記憶障害，運動障害に
関連する項目で接種との関連性が観察された．
我々はこれをワクチンとの関係を示唆するものと
受け止める」は，根本的な修正が必要である．早
急な対応を請求する．
まとめると，設楽・森川論文には，①鈴木・細
野論文は年齢の交互作用を無視しているとする事
実誤認がある，②記憶障害，運動障害に関連する
項目で接種との関連性が観察されたとする結論は
年齢の交絡を無視した系統誤差である，という問
題が存在する．この2点を受けて，森川論説の概
要に学術誌としては異例と言ってよい強い鈴木・
細野論文批判がなされたと考えるが，これは事実
誤認と誤った解析によるもので，強く抗議する．
そもそも「clearly wrong」であるなら，鈴木・細

野論文の掲載誌『Papillomavirus Research』に論文
撤回を要請すべきだろう．これら記述の修正に向
けての設楽・森川両氏の誠実な対応を請求する．
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